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スライドに掲載している画像等に関しては
国立がん研究センター がん情報サービスより引用しています。
https://ganjoho.jp/public/index.html
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準備が必要なもの

◼全国がん登録届出マニュアル

◼届出票

◼がん登録オンラインシステム（GTOL）
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全国がん登録届出マニュアル
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がん登録＞全国がん登録＞病院・診療所向け情報
＞全国がん登録 届出マニュアル 2022

https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/national/hospital/pdf/ncr_manual_2022.pdf

https://ganjoho.jp/public/index.html

＞検索がん情報サービス
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届出票の準備
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1. 電子届出票(PDFファイル) ２．Hos-CanR Lite
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届出票の準備
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◼電子届出票（PDFファイル）とは？

全国がん登録届出情報を直接入力する票

 1ファイルにつき、10症例まで登録可能

登録件数が少ない医療機関向け(目安：30症例程度まで)

✓ メリット
• 準備が容易

• 局在・形態コードが、プルダウンで選択できる

✓ デメリット

• 1つのファイルに10症例しか登録できない

（30件登録が必要な場合は3回ファイルのダウンロードが必要）

※ファイルをコピーするなどの使い回しはせず、
登録件数に応じて、必要ファイルをダウンロードしてください。

• ファイルに有効期限(60日)が設定されているため

有効期限が過ぎると編集不可になる
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届出票の準備
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◼Hos-CanR Liteとは？

https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/national/hospital/e-rep/hoscanrlite.html

 Hos-CanR Liteは、病院・診療所において、
全国がん登録届出項目保存などに利用できる
アプリケーションです。

※本システムの導入及び利用に関しては

コンピューターシステムの専門家の支援が必要になることがあります。

症例の多い医療機関向け（目安：30症例以上）

✓ メリット
• 登録したデータを蓄積できる

• 編集を行う有効期限がないので、再提出や、

修正が可能である

• データの管理が行いやすい

✓ デメリット

• 導入・利用には、コンピューターシステムの
専門家の支援が必要になる場合がある

• 定期的なバージョンアップに対応する必要がある
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届出票の準備
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1. 電子届出票(PDFファイル) ２．Hos-CanR Lite

詳しい説明については

「②電子届出票(PDFファイル)の利用方法」をご視聴ください。

詳しい説明については

「③Hos-CanR Liteの利用方法」をご視聴ください。



全国がん登録実務者支援-大阪府がん登録-

がん登録オンラインシステム(GTOL)
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◼「がん登録オンラインシステム(GTOL)」とは

https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/national/hospital/e-rep/online.html
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がん登録＞全国がん登録＞病院・診療所向け情報
＞全国がん登録への届出＞がん登録オンラインシステム

◼ GTOLの利用申請方法

 利用申請手続きは、

一度おこなっていただければ、

翌年以降も引き続き利用することが可能です。

毎年行っていただく必要はありません。

がん登録オンラインシステム(GTOL)
✓ GTOLを利用するにあたり以下の要件を満たす必要があります。

※詳細については、がん登録オンラインシステム専用問い合わせフォーム（https://entry.gtol.ncc.go.jp/questions/create）までお問い合わせください。
また、貴施設の情報システム担当者と開発・保守ベンダー担当者とで直接対話していただくことも可能ですので、問い合わせフォームよりご相談ください。

ご利用手続きは、以下のリンク先から
申請用サイトにてお願いいたします。

https://entry.gtol.ncc.go.jp/top

GTOL利用要件 ★必須要件（全施設共通）

【ネットワーク】

＊指定のIPsec-VPN方式を利用できるインターネット回線、ISPサービスであること

【端末】

＊サポート範囲内のOS、ブラウザのPC端末であること

・Windows 10以降（ブラウザ：Microsoft Edge、Google Chrome）

・macOS 12～14以降（ブラウザ：Google Chrome）

＊指定のIPsec-VPN方式を利用できるサービス(機能)が有効であること

＞

☆該当する施設のみ

【ネットワーク】

＊許可した通信のみを有効にする設定をしている場合、GTOLの利用に必要な通信が許可されていること

【端末】

＊ユーザーの権限が制限されている場合、VPN接続ツールをインストールできる権限が付与されている、

あるいは権限のあるユーザーにおいて実行可能であること

＊他のVPN接続ツールが併存している場合、GTOL利用時には別のVPN接続を切断できること

＊名前解決に内部DNSを利用している場合、指定のFQDNへの名前解決を行えること

＊必要な証明書がインポート、取得、更新できていること

＊プロキシを使用している場合、指定のFQDNへの通信を除外設定にできていること

＊インターネットオプションにおいてTLS1.2以上を有効にできていること

＊.bat形式を含むzipファイルをダウンロードし、実行できること
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◼GTOLのご利用に関する資料マニュアル お問い合わせ先

国立がん研究センター
がん登録オンラインシステム専用問い合わせフォーム

がん登録オンラインシステム(GTOL)

必ずダウンロード
してください！

https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/national/hospital
/e-rep/online.html

https://entry.gtol.ncc.go.jp/questions/create
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◼GTOLに関するよくあるご質問

がん登録オンラインシステム(GTOL)
https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/national/hospital/e-rep/online.html
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